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埼
玉
県
東
松
山
市
に
恥
け
る
都
心
移
動
の
空
間
認
知
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究

脇

田

武

光

は
じ
め
に

一
つ
の
町
な
い
し
都
市
と
い
う
空
間
に
お
い
て
、
時
代
毎
に
変
遷
す
る
中
心
(
都
心
)
を
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ど
こ
に
認
知
す
る

か
は
簡
単
で
は
な
い
。

単
に
政
治
的
区
分
に
基
づ
く
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
幾
何
学
的
中
心
を
見
出
せ
ば
事
足
れ
り
、
で
す
ま
さ
れ
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
最
初
に
町
・
都
市
の
中
心
(
都
心
)
と
は
何
か
を
定
義
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
中
心
(
都
心
)
と
は
、
そ
の
町

-
都
市
に
お
け
る
最
大
多
数
の
人
々
が
日
常
生
活
の
中
心
と
し
て
、
最
高
の
価
値
を
認
知
す
る
場
所
、
と
い
う
こ
と
に
す
る
。

一
つ
の
都
市
に
つ
い
て
は
時
系
列
的
に
見
れ
ば
、
そ
の
歴
史
地
理
的
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
集
落
・

こ
の
よ
う
な
中
心
(
都
心
)
は
、

市
街
地
の
分
布
に
変
異
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
時
代
毎
に
相
違
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
推
測
さ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
埼
玉
県
東
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松
山
市
(
旧
松
山
町
)
に
つ
い
て
、
歴
史
地
理
学
的
方
法
に
よ
り
時
代
別
に
分
析
を
進
め
、
最
後
に
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
要
因
を
ま
と
め
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:(B) 1983年の東松山市本町付近

図 1 持続の原理が見られる道路パターン

注:かつて町の中心付近にあった城恩寺は， 1975年に市役所北西部の松山高

校西方に移転。

担-、。

φ
ム
ド

I
V

鎌
倉
時
代

フ
ラ
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ス
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学
者
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ラ
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シ
ュ

(
】

U

・
〈
広
田

-
p
w
F

呂
田
口
『
巾
〉
は
、
世
界
各
地
の
道
路
・
集
落
に
関
し
て
「
持
続

の
原
理
守
江
口
三
宮
骨
合
同
小
冊
)
」
を
述
べ
、

そ
れ
ら
が
ひ

と
た
び
立
地
す
る
と
、

よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
長
期
に

わ
た
っ
て
、
氷
続
性
を
保
つ
傾
向
を
指
摘
し
た
(
1
u
o

事
実
、

図
1
の
左
図
は
江
戸
時
代
中
期
の
旧
松
山
町
の
道
路
・
集
落

バ
タ
ー
ン
、
右
図
は
最
近
の
東
松
山
市
と
そ
の
付
近
の
パ
タ

ー
ン
で
あ
る
。

か
つ
て
の
農
地
は
、
そ
の
後
の
人
口
増
加
に
伴
っ
て
大
部

分
が
市
街
地
に
変
っ
た
が
、
そ
の
付
近
の
道
路
パ
タ
ー
ン
は

約
二
世
紀
半
を
経
た
今
日
で
も
持
続
し
て
い
る
実
態
が
観
察

さ
れ
る
。

」
こ
で
は
、
こ
の
原
理
を
応
用
し
て
、
地
図
に
示
さ
れ
て

い
な
い
古
い
時
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
ま
ず
空
間
の
復
元
を
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試
み
る
も
の
で
あ
る
。
図
4
の
室
町
時
代
に
お
け
る
空
間
の
復
元
も
、
図
5
の
江
戸
時
代
中
期
の
地
図
を
基
本
と
し
、
次
の
諸
条
件
を
加

味
し
て
作
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
元
宿
・
新
宿
の
地
名
が
既
に
室
町
時
代
の
記
録
に
見
え
る
。

例
え
ば
、
東
松
山
市
史
に
「
松
山
城
(
室
町
時
代
)
が
出
来
て
、
そ
の
領
内
を
松
山
領
、

あ
る
い
は
松
山
庄
と
総
称
す
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
城
下
町
と
し
て
今
の
元
宿
辺
に
次
第
に
人
家
が
密
集
し
始
め
、
そ
れ
を
松
山
城
の
本
郷
、
す
な
わ
ち
松
山
本
郷
(
本
郷
松
山

も
と
じ
ゅ
く

「
天
正
二
二
年
(
一
五
八
五
)
、
松
山
城
主
上
田
氏
は
松
山
本
郷
の
木
宿
が
手
ぜ
ま
に
な
っ
た
た

町
)
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」
。
ま
た
、

め
新
市
場
を
お
こ
し
:
:
:
中
略
:
:
:
本
宿
は
元
宿
(
今
の
松
本
町
一
帯
、
図
1
右
図
参
照
v
、
新
市
場
は
新
宿
(
今
の
市
内
新
宿
で
元
宿

よ
り
城
寄
り
の
市
ノ
川
沿
い
の
一
帯
〉
で
あ
る
」

(
2
1

さ
て
、
主
題
の
鎌
倉
時
代
に
再
び
論
を
返
す
と
、
元
宿
の
ほ
ぼ
地
理
的
中
心
に
位
置
す
る
妙
賢
寺
の
創
建
は
永
仁
二
年
(
一
二
九
四
〉

の
鎌
倉
時
代
で
あ
り
ハ
3
〉
、
こ
の
寺
院
は
元
宿
の
集
落
の
発
達
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
…
室
町
時
代
以
前
、
当
地
方
の
地
名
に
も
残
っ
て
い
る
武
蔵
武
士
比
企
氏
・
押
垂
氏
・
野
本
氏
・
高
坂
氏
・
吉
見
氏
等
の
一
族
が

幕
府
に
仕
え
て
勢
力
を
張
っ
て
い
た
鎌
倉
時
代
の
集
落
は
、
図
2
の
右
下
に
示
す
と
お
り
、
当
時
の
中
央
へ
通
ず
る
鎌
倉
道
(
4
〉
の
宿
場

町
と
し
て
、
元
宿
付
近
が
家
屋
密
度
の
大
な
る
第
一
の
宿
場
で
あ
り
、
新
宿
付
近
は
家
屋
密
度
の
小
な
る
宿
場
で
実
質
的
に
は
田
圃
の
中

に
農
家
が
点
在
し
て
い
た
程
度
、
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
宿
・
新
宿
の
呼
称
は
、
文
献
の
上
で
は
室
町
時
代
に
明
瞭
に
見
え
る

が
、
実
際
の
集
落
は
室
町
時
代
以
前
で
、
当
地
方
が
重
要
な
道
路
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
の
は
鎌
倉
時
代
、
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
時
の
政
治
的
中
心
地
た
る
鎌
倉
に
通
ず
る
道
は
、
公
的
・
私
的
の
別
を
間
わ
ず
交
通
量
が
増
加
し
て
に
ぎ
わ
う
こ
と
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は
、
古
今
東
西
の
政
治
的
中
心
地
と
周
辺
の
交
通
関
係
の
歴
史
が
如
実
に
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
地
方
の
道
路
が
最

初
に
見
直
さ
れ
た
の
は
、
鎌
倉
へ
の
通
路
と
し
て
の
価
値
で
あ
り
、
そ
の
宿
場
は
中
央
へ
の
連
絡
地
点
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
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っ
た
。し

か
し
、
や
が
て
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
は
、
次
第
に
そ
の
価

値
も
廃
れ
た
。
そ
の
結
果
、
室
町
時
代
の
地
図
に
は
前
掲
注

4
に
示
す
と
お
り
、

「
旧
鎌
倉
道
」
と
「
旧
」
の
字
が
つ
け

ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
は
そ
の
価
値
を
失
い
さ
び

れ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
中
央
の
鎌
倉
へ
の
通
路
と
し
て
重

要
で
あ
っ
た
、
と
言
う
過
去
の
姿
、
昔
日
の
に
ぎ
わ
い
を
示

唆
し
て
い
る
、
と
考
え
る
の
は
極
め
て
自
然
で
あ
ろ
う
。
か

く
し
て
筆
者
は
、
鎌
倉
道
の
宿
場
町
が
元
宿
の
付
近
に
か
な

る
、
と
の
仮
説
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
中
心
は
元
宿
の
ほ
ぼ
地
理
的
中
心
で
あ
る
妙
賢
寺
付
近
、
と
想
定
さ

り
発
達
し
、
宿
場
と
し
て
の
機
能
は
鎌
倉
時
代
に
端
を
発
す

れ
る
。
新
宿
が
元
宿
よ
り
も
集
落
の
発
達
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
市
ノ
川
の
比
高
を
最
低
と
し
て
、
地

る 形
的
に
西
高
東
低
の
緩
斜
面
を
成
し
、
蛇
行
の
多
い
市
ノ
川
の
氾
濫
が
絶
え
ず
、
新
宿
付
近
の
集
落
立
地
を
阻
害
し
た
こ
と
に
起
因
す

な
お
、
松
山
城
北
方
に
は
吉
見
百
穴
と
呼
ば
れ
る
古
墳
群
が
あ
り
、
そ
の
他
に
先
史
時
代
の
遺
物
・
遺
蹟
も
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
の

で
は
無
理
で
あ
る
。

で
、
当
地
方
に
は
古
く
か
ら
人
々
が
住
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
あ
ま
り
古
い
時
代
に
な
る
と
資
料
が
乏
し
く
集
落
の
復
元
ま
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松
山
城
蹟
図原現E 4

........ 伽...-

図 3 松山城跡の景観図〔新編武蔵風土記巻197，東松山市史第1巻所収コ

注:i本丸J以下の文字は筆者加筆，手前は市ノ川。

室
町
時
代

松
山
城
は
、
秩
父
山
地
に
続
く
吉
見
丘
陵
の
西
南
端
に
築
か
れ
た
山

城
〈
図
3
)
で
、
背
後
は
奥
深
い
松
山
が
続
き
、
前
面
に
流
れ
る
市
ノ

川
を
天
然
の
堀
と
し
、

「
市
ノ
川
そ
の
麓
を
流
れ
、
絶
壁
こ
れ
に
臨
み

険
要
の
地
な
り
」

(
5
〉
と
い
わ
れ
た
雄
姿
が
図
か
ら
十
分
に
理
解
さ
れ

る
。
当
時
は
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
全
山
を
覆
っ
て
い
た
松
林
も
、
現

在
は
雑
木
林
が
卓
越
す
る
山
に
変
り
、
城
跡
も
雑
草
の
繁
茂
す
る
に
任

せ
て
昔
日
の
面
影
は
な
い
が
、
市
ノ
川
の
水
面
一
五
メ
ー
ト
ル
、
城
跡

の
三
角
点
五
七
・
九
メ
ー
ト
ル
で
比
高
差
約
四
三
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

ぢ
が
た
の
か
み

室
町
時
代
の
応
永
六
年
(
一
三
九
九
)
に
、
足
利
幕
府
の
地
方
守
で

あ
る
上
田
左
衛
門
大
夫
友
直
(
源
範
頼
の
後
育
)

(

6

〉
が
築
城
し
、
軍

事
的
に
は
南
方
に
あ
っ
た
川
越
域
(
平
城
)
の
支
城
で
あ
っ
た
。
天
正

一
八
年
(
一
五
九

O
)、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
の
北
条
氏
攻
略
で
、

北
条
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
松
山
城
は
川
越
城
と
共
に
破
ら
れ
、

し
は:

ら
く
徳
川
家
康
の
家
臣
(
松
平
氏
〉
が
城
主
と
な
り
、
慶
長
五
年
(
一

六
O
O
)
に
廃
城
と
な
る
ま
で
約
二
世
紀
の
問
、
戦
国
の
諸
将
が
攻
防
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を
繰
返
し
た
が
、
松
山
町
は
城
の
存
在
と
不
可
分
の
関
係
で
発
展
し
た
。

す
な
わ
ち
、
「
松
山
領
に
か
か
る
村
々
の
本
郷
な
れ
ば
、
昔
よ
り
松
山
本
郷
と
唱
え
云
々
」
ハ
7
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
文
字
通
り
松
山
城
の

城
下
町
と
し
て
、

ま
た
市
ノ
川
を
挟
ん
で
西
側
の
平
野
部
と
東
側
の
山
間
部
の
結
節
点
に
発
達
し
た
市
場
町
と
し
て
の
性
格
を
次
第
に
強

め
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
元
亀
二
年
三
五
七
二
、
北
条
氏
、
松
山
本
郷
町
人
に
市
・
宿
の
提
六
か
条
を
下
付
す
る
件
」
ハ
立
、

「
当
所
は
五
・
十
の
日
を
定
め
て
市
を
立
て
、
他
の
村
々
よ
り
雑
穀
及
び
織
物
の
類
を
持
出
て
交
易
せ
り
。
こ
の
市
に
つ
い
て
小
田
原
北

条
家
よ
り
出
せ
し
提
も
あ
れ
ば
旧
く
よ
り
立
し
こ
と
知
ら
る
」
官
)
0

「
天
正
元
年
(
一
五
七
三
)
、
上
田
長
則
、
松
山
本
郷
町
人
の
岩
崎
与

三
郎
に
伝
馬
・
諸
公
事
等
の
課
役
を
一
五
年
間
免
除
す
る
」
(
思
、
「
天
正
四
年
、

上
田
長
則
、
松
山
本
郷
町
人
の
た
め
に
駄
賃
・
伝
馬
、

上
・
下
宿
の
宿
地
等
五
か
条
を
定
め
る
」
〈
巴
、
「
天
正
六
年
、
上
田
長
則
、
松
山
本
郷
宿
中
に
、
茂
呂
在
陣
衆
に
対
し
て
兵
組
・
馬
飼
料

等
を
売
渡
す
こ
と
を
禁
止
し
、
松
山
根
古
屋
足
軽
衆
に
そ
の
監
視
を
命
令
す
る
」
ハ
宮
、
「
天
正
九
年
、
上
団
長
則
、
松
山
本
郷
の
代
官
・

町
人
中
に
三
か
条
の
法
度
を
定
め
、
松
山
領
外
の
商
人
と
領
内
の
郷
村
民
が
本
郷
の
市
以
外
に
お
い
て
売
買
を
行
う
こ
と
を
禁
止
し
、

売
手
の
取
締
り
を
命
令
す
る
」
ハ

5
、
「
天
正
二
二
年
、
上
田
憲
定
、
松
山
本
郷
町
人
の
岩
崎
対
馬
守
・
池
谷
肥
前
守
・
大
畠
備
後
守
に
新

も
と
じ
ゅ
く

市
場
創
設
の
功
を
賞
し
て
、
宿
々
の
問
屋
を
抱
え
る
権
利
を
保
証
し
、
合
せ
て
本
宿
・
新
宿
と
も
町
人
衆
に
任
せ
る
こ
と
を
認
め
る
」
ハ
話
、

そ
し
て
最
後
に
落
城
の
運
命
と
な
る
豊
臣
氏
の
軍
勢
を
前
に
し
て
「
天
正
一
八
年
、
上
田
憲
定
、
松
山
に
制
札
を
掲
げ
て
私
領
の
者
、
犯

科
人
、
負
債
あ
る
者
に
も
参
陣
を
促
し
、
扶
持
・
褒
美
・
取
立
等
を
約
し
、
松
山
本
宿
・
新
宿
町
人
衆
に
宿
中
の
者
す
べ
て
の
松
山
龍
城

を
呼
び
か
け
、
戦
後
の
引
立
て
を
約
す
」
に
お
い
て
は
、
先
に
松
山
宿
中
の
者
が
「
城
の
危
急
の
際
は
寵
城
し
て
防
衛
に
尽
し
ま
す
」
と

揃
っ
て
申
出
た
の
で
憲
定
が
「
長
年
こ
の
松
山
宿
で
生
計
を
立
て
て
い
る
か
ら
に
は
、
こ
の
非
常
時
に
松
山
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
は
当

然
の
務
め
で
あ
ろ
う
」
と
城
と
松
山
宿
の
一
体
性
を
強
調
し
総
決
起
を
促
し
て
い
る

az
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図 4室町時代における松山町の推定図

注:空白部分の土地利用は，主として固または

畑である。三日月湖の多い市ノ川とその支流

の滑川は，江戸時代よりも蛇行が強かったも

のとして復元した。

以
上
の
諸
事
実
か
ら
、
当
時
の
松
山
町
は
第
一
に

政
治
的
中
心
と
な
っ
た
松
山
城
の
城
下
町
の
性
格
が

強
く
前
面
に
出
た
。
第
二
に
、
領
主
の
保
護
奨
励
に

よ
っ
て
市
が
栄
え
市
場
町
と
な
っ
た
。
第
三
に
、
鎌

倉
と
の
関
係
は
必
然
的
に
消
滅
し
た
が
、
周
辺
中
心

地
の
熊
谷
・
秩
父
・
鴻
巣
・
川
越
等
に
通
ず
る
宿
場

町
の
性
格
も
存
続
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

か
く
し
て
室
町
時
代
に
新
し
く
新
市
場
と
し
て
加

わ
っ
た
新
宿
の
集
落
は
、
城
の
吸
引
力
に
よ
っ
て
前

時
代
よ
り
も
人
家
が
増
加
し
、

ほ
ぼ
図
4
の
如
く
に

「
市
ノ
川
は
霧
雨
す
れ
ば
水
溢
す
る
故
堤
を
築
い
て
是
に
そ
の
ふ
。
此
川

推
定
さ
れ
、
町
の
中
心
は
や
や
城
寄
り
に
妙
賢
寺
と

す
べ
て
屈
曲
多
し
。
大
凡
九
九
曲
に
及
ぶ
」
詰
)
と
あ
る
と
お
り
、
松
山
城
か
ら
見
下
す
松
山
本
郷
は
市
ノ
川
(
荒
川
の
一
支
流
〉
の
比

o 500rn 
しー一ーーーー一一」

観
音
寺
の
中
聞
に
当
る

T
字
路
付
近
と
想
定
さ
れ
る
。
但
し
、

243 

は
、
少
数
の
足
軽
が
住
ん
だ
程
度
で
あ
る
。

高
を
最
低
と
し
、
西
高
東
低
の
緩
や
か
な
台
地
状
の
沖
積
地
に
分
布
し
、
城
下
町
と
は
い
え
城
寄
り
の
新
宿
は
洪
水
の
危
険
性
が
大
き

く
、
低
湿
地
で
あ
る
か
ら
快
適
性
に
乏
し
く
、
元
宿
に
比
べ
て
集
落
の
発
達
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
。
城
の
北
方
の
根
古
屋
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四

江

戸

時

代

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
図

5
に
示
す
と
お
り
、

さ 松
れ山
て町
「 を
大主縦
道2断
」す

とる
呼 南
ば北
れ方
た向
。の

す 道
な路
わが
ち整
、備

」
の
通
り
は
中
山
道
の
脇
往
還
と
し
て
、
川
越

を
経
て
江
戸
に
通
ず
る
街
道
で
あ
る
か
ら
交
通

が
頻
繁
に
な
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
南
北
方
向
の

し道
く路
発沿
達線
しに

宿
現場
在町
のと
本宮し
町Eて
にうの

は街
本村
陣集

落
脇が
本著

陣
も
設
け
ら
れ
た
(
担
。

地
方
、
城
と
の
関
係
は
完
全
に
消
滅
し
て
市

ノ
川
橋
も
廃
止
さ
れ
た
。
当
時
の
状
況
は
、
次

の
内
容
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

近

世
に
入
っ
て
町
並
の
発
達
は
現
在
の
本
町
に
移

り
、
中
山
道
の
脇
往
還
と
し
て
八
王
子
千
人
同

心
の
日
光
勤
の
通
り
道
と
な
っ
た
宿
場
町
の
性
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図 B 江戸時代末期(文政13年=1830)の武州比企郡松山町

注:1) 小頭半三郎支配職場絵図(東松山市史所収付図)より作成。

2) 但し戸数は明治 9年(1876)の武蔵国郡誌第6巻による江戸時代末

期のものである。

3) 図の空白部分の土地利用は，田または畑である。

格
が
付
与
さ
れ
た
。
市
日
は
古
来
五
・
十
の

六
斉
市
で
、
十
字
路
の
北
を
上
市
、
南
を
下

市
と
し
、
上
市
は
十
の
目
、
下
市
は
五
の
日
と

し
た
。
市
日
に
は
内
見
世
(
応
舗
)
と
庭
見
世

(
露
匝
〉
の
両
方
で
商
品
を
売
買
し
た
」
〈
凶
〉

O

か
く
し
て
江
戸
時
代
中
期
に
お
い
て
は
、

町
の
中
心
は
西
の
城
恩
寺
白
〉
に
寄
っ
た
十

字
路
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
は
、
古
く
か
ら

の
元
宿
・
新
宿
と
、
新
し
い
宿
場
町
と
し
て

の
大
道
沿
線
、
及
び
秩
父
寄
り
の
城
恩
寺
付

近
の
新
集
落
等
の
、

ほ
ぼ
地
理
的
中
心
に
相

当
す
る
。

江
戸
時
代
末
期
に
な
る
と
図
6
に
一
部
す
と

辻Zがお
」じ著り

と し 大
呼く道
ば発沿
れ達線
Tこしと
十 た 城
字が思
路、寺
に町以
なの西
る 中 の
こ心街
と は 村
は「集
中札主落

期
と
変
ら
な
い
。
し
か
し
、
旧
松
山
城
ゆ
か
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り
の
菩
提
寺
(
城
主
鎮
守
)
と
観
音
寺
の
廃
寺
、
と
く
に
後
者
の
旧
境
内
は
捨
場
に
変
り
、
集
落
の
立
地
条
件
の
悪
い
新
宿
の
路
村
が
廃

村
と
な
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
荒
廃
は
、
城
の
存
在
、
城
へ
の
近
接
性
が
、
も
は
や
空
間
認
知
に
お
い
て
完
全
に
価
値
の
外

に
置
か
れ
た
実
態
を
意
味
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
新
宿
の
路
村
の
残
存
は
、
単
に
そ
れ
ま
で
先
祖
伝
来
の
土
地
に
住
ん
で

来
た
と
い
う
地
理
的
習
慣
性
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
新
し
く
時
代
が
変
り
、
城
へ
の
近
接
性
が
無
意
味
と
な
れ
ば
、
む
し
ろ
町
の
中
心

か
ら
遠
く
離
れ
て
不
便
で
あ
り
、
水
害
常
襲
地
帯
で
も
あ
る
か
ら
、
比
高
が
高
く
空
気
も
乾
燥
し
て
快
適
な
西
方
の
台
地
に
住
居
を
移
転

し
た
く
な
る
の
は
自
然
の
成
行
き
と
い
え
よ
う
。

五

明
治
か
ら
昭
和
ニ

O
年
頃
ま
で

幕
末
の
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
〉
、
川
越
城
主
で
あ
っ
た
松
平
大
和
守
が
前
橋
城
へ
移
城
す
る
に
伴
い
、
松
山
町
を
中
心
と
す
る
領
地

一
六
三
か
村
が
飛
地
領
と
な
り
、
そ
の
管
理
の
た
め
前
橋
藩
松
山
陣
屋
が
前
橋
城
の
支
域
と
し
て
現
在
の
市
役
所
付
近
に
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
陣
屋
藩
土
二
五
八
名
は
、
当
時
の
松
山
町
の
人
口
約
一
六

O
O人
に
対
し
て
、
藩
士
の
家
族
も
含
め
る
と
大
き
な
人
口
比
率
を
占
め

た
。
こ
の
陣
屋
は
明
治
一
万
年
(
一
八
六
八
〉
に
藩
の
講
学
所
で
あ
る
博
愉
堂
と
な
り
、
明
治
六
年
に
松
山
学
校
と
称
し
、

一
時
は
城
恩
寺

で
も
開
講
し
て
い
た
が
、
手
ぜ
ま
に
な
っ
た
た
め
明
治
九
年
に
図
7

(
中
央
の
上
)
に
示
す
位
置
に
移
転
し
た
品
〉
。
こ
れ
が
、
現
在
の

ほ
ん
ち
ょ
う

松
山
第
一
小
学
校
で
あ
る
。
明
治
九
年
に
松
山
警
察
署
が
本
町
二
丁
目
の
田
園
の
中
に
開
設
さ
れ
、
同
一
一
一
年
に
比
企
・
横
見
両
郡
の
郡

役
所
が
材
木
町
二
丁
目
の
畑
に
置
か
れ
、
同
一
一
一
年
に
は
市
ノ
川
・
東
平
・
野
田
の
各
村
を
合
併
し
て
新
制
度
下
の
町
制
を
施
行
し
町
役

場
が
城
恩
寺
の
近
く
に
置
か
れ
た
。

こ
の
時
期
に
、
松
山
町
の
市
街
地
は
本
町
か
ら
西
側
の
新
開
地
で
あ
る
材
木
町
・
松
葉
町
方
面
で
の
発
展
が
著
し
く
、
多
く
の
公
共
施
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図 7 明治~昭和20年頃の比企郡松山町

注:武蔵松山案内(1911) より作成。

設
も
そ
の
付
近
に
新
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
安
時
代
末
期
の
創
建
で
、
そ

や
き
ゅ
う

の
後
、
再
三
の
戦
火
で
消
失
し
た
箭
弓
神
社
は
安
土
桃
山
時
代
末
期
(
文

禄
三
年
1
一
五
九
四
)
に
松
山
城
主
松
平
家
広
が
再
建
し
た
。
以
後
、
江

戸
時
代
か
ら
住
民
の
信
仰
が
あ
っ
く
、
小
規
模
で
は
あ
る
が
神
社
付
近
に

飛
地
の
鳥
居
前
町
(
箭
弓
町
、
図
7
左
上
)
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
の
町
の
性
格
は
、
ま
ず
郡
の
政
治
的
中
心
地
で
あ
り
、
経
済

的
に
は
米
・
麦
・
養
蚕
・
果
樹
(
と
く
に
和
梨
〉
等
を
内
容
と
す
る
農
業

町
で
あ
っ
た
が
、
他
方
、
郡
に
お
け
る
最
大
の
商
業
中
心
地
と
し
て
市
街

地
で
は
商
庖
が
軒
を
連
ね
た
。
例
え
ば
、
明
治
四
二
年
の
内
訳
は
商
業
八

五
二
戸
、
農
業
四
一

O
戸、

工
業
七
三
戸
、
職
工
七

O
戸
、
官
公
吏
五

O

戸
、
力
役
二
六
戸
、
雑
業
一
一

O
戸
の
如
く
、
町
の
総
戸
数
の
半
分
以
上

を
商
業
が
占
め
、
町
の
総
人
口
六
六
二
二
二
人
の
規
模

a〉
を
考
慮
す
る
と

商
匝
数
が
多
過
ぎ
る
。

こ
れ
は
、
当
時
の
表
現
で
は
「
比
企
郡
の
中
央
地
点
、
地
方
物
産
の
集

散
中
枢
地
た
る
こ
と
を
知
る
べ
し
」
(
幻
〉
と
あ
る
と
お
り
、
単
に
町
内
の

消
費
人
口
の
み
で
な
く
、
周
辺
地
域
の
住
民
を
も
含
め
た
地
域
的
商
業
中

心
地
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
常
設
庖
の
他
に
も
室
町
時
代
以
来
の
定
期
市
が
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松山町の時代別平均地価(円/反)表 1

明治13年(1880)の土地利用別地価

61. 31田 31.0 I畑
大正13年(1924)の地区別宅地地価

)
 -

(
 

1.5 林山p
n
v
 

A
官

噌

E-.
地宅

(2) 

本町

神明町

桜 山

72.0 

72.0 

63.5 

回

宿

下

野

新

蛇

113.3 

82.0 

74.。
松本

東平

上高築瀬

128.2 

128.0 

127.8 

鉦打町

経塚

野沢 前

144.6 

128.3 

128.3 

昭和13年(1938)の地区別宅地賃貸価格

本 町 2，189. 1 同心町 294.3 日 吉 町 242.9 下高築瀬 120.0 

材木町 866.8 桜 山 291. 3 東新田町 241.1 東 平 110.4 

鉦打町 536.2 経 塚 289.7 野 回 156.1 新 宿 100.0 

箭弓町 409.5 神明町 262.0 観音寺裏 146.2 市ノ川 86.7 

松 葉町 350.2 野沢 前 252.7 築 本 町 130.7 

野沢前 350.0 松 本 245.4 上高築瀬 125.5 

(3) 

注:1) 明治13年及び大正13年の数値は，武蔵国比企郡松山町(埼玉県発

行)の地券による。

2) 昭和13年の数値は，比企郡松山町の土地賃貸価格決定通知書(川越

税務署発行)を地区別に集計し，平均したものである。

大
正
時
代
の
中
頃
ま
で
続
い
て
露
庖
市
も
栄
え
た
。

か
く
し
て
表
1
に
示
す
と
お
り
、
と
く
に
商
業
で
栄
え
た

市
街
地
の
宅
地
は
田
の
約
二
倍
の
地
価
に
評
価
さ
れ
、
以
下

は
田
・
畑
・
山
林
の
順
に
地
価
が
高
く
、
そ
れ
ら
は
土
地
収

益
性
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
大
正
時
代
に

よ
っ
つ
じ

な
る
と
、
町
の
中
心
で
あ
る
十
字
路
は
「
四
辻
」
と
呼
ば

れ
、
こ
の
四
辻
を
中
心
と
し
て
南
北
方
向
の
道
路
に
沿
う
本

町
・
神
明
町
等
の
地
価
が
高
く
な
り
、
と
く
に
本
町
通
り
が

中
心
商
庖
街
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
他
方
、

カミ

マコ

て
城
に
近
く
市
ノ
川
沿
い
の
新
宿
の
地
価
が
最
低
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
、
そ
の
荒
廃
ぶ
り
を
物
語
っ
て
い
る
。
昭
和
(
戦

前
)
に
入
る
と
、
本
町
商
庖
街
の
地
価
が
格
段
に
高
水
準
と

な
り
、
次
に
四
辻
か
ら
西
の
商
匝
街
の
地
価
が
高
く
な
っ
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

か
つ
て
町
の
中
心
で

あ
っ
た
松
本
町
(
い
わ
ゆ
る
元
宿
〉
は
、
新
開
地
の
材
木
町

-
松
葉
町
よ
り
も
平
均
し
て
低
地
価
と
な
り
、
全
体
と
し
て

四
辻
か
ら
離
れ
る
に
つ
れ
て
地
価
は
低
下
す
る
傾
向
を
示
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図 B

o km 3 
&...-..t.....I陣...l

東松山市の地区別人口(円の大き

さは人口比に比例)

注:人口は東松山統計 (1983)による。

市人口は65，270人である。

O 

す。
一
般
に
都
市
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
そ
の
中
心
(
都
心
)
は

空
間
認
知
に
お
い
て
最
高
の
価
値
を
付
与
さ
れ
る
関
係
か
ら
、
都

心
の
境
界
画
定
や
都
心
の
決
定
に
地
価
を
指
標
に
す
る
こ
と
は
内

外
で
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る

au。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の

町
の
中
心
は
、
や
は
り
江
戸
時
代
以
来
の
十
字
路
、
す
な
わ
ち

「
四
辻
」
と
認
知
さ
れ
る
。

...L.. 
J、
戦
後
か
ら
最
近
ま
で

戦
後
に
な
る
と
、

ま
ず
昭
和
二
九
年
(
一
九
五
四
)
に
隣
村
の

大
岡
・
唐
子
・
野
本
・
高
坂
の
四
か
村
と
合
併
し
、
そ
れ
ま
で
人
口
一
万
六
二
二
四
人
の
松
山
町
は
、

一
挙
に
三
万
七

O
O
O人
以
上
に

増
加
し
、
新
し
く
東
松
山
市
と
し
て
市
制
を
施
行
し
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
合
併
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
後
も
着
実
に
人
口

0
0人
が
松
山
地
区
(
旧
松
山
町
)
に
集
中
し
て
い
る
。

は
増
加
し
、
最
近
で
は
図
8
に
一
不
す
地
区
別
人
口
と
な
り
、
市
人
口
は
六
万
五
二
七

O
人
に
達
し
、
そ
の
う
ち
半
数
近
く
の
約
三
万
二

O

こ
の
よ
う
な
人
口
急
増
は
、
隣
村
合
併
に
よ
る
市
制
施
行
を
契
機
と
し
、
そ
れ
に
図
9
に
示
す
各
種
の
地
域
的
諸
条
件
を
加
え
た
相
乗
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効
果
が
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
諸
条
件
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
ま
ず
当
市
は
、
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
、
東
京
駅
か
ら
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
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@病院
@学校
@ そのf也の主要公共施設

・大型庖
・ 工場

』作 jiiJ }II 

x二主要道路、E 、鉄道

i¥.へ 市 界

圏
の
地
理
的
位
置
を
占
め
る
。
②
戦
前
に
単

線
で
開
通
し
た
東
武
東
上
線
は
昭
和
四
三
年

地域の諸条件と都市的機能の分布

に
複
線
化
さ
れ
、

副
都
心
の
池
袋
駅
か
ら
約

一
時
間
半
の
時
間
距
離
と
な
っ
た
。
③
モ
l

タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
時
代
に
対
応
し
て
国
道
二

五
四
号
線
、
四

O
七
号
線
が
整
備
さ
れ
、
昭

和
五

O
年
に
は
関
越
自
動
車
道
(
高
速
道

路
)
が
東
京
都
練
馬
区
か
ら
当
市
を
経
て
前

橋
市
ま
で
開
通
し
た
。
@
こ
れ
ら
の
交
通
改

善
に
よ
っ
て
、
東
京
都
に
対
す
る
近
接
性
が

図 g

一
段
と
深
ま
り
、
当
市
か
ら
東
京
都
へ
の
通

勤
人
口
は
二
五
四
一
人
に
達
し
、
さ
ら
に
最

う
ち
約
六

O
Zは
東
京
都
に
職
場
を
持
つ
人
達
で
占
め
ら
れ
〈
号
、
東
京
大
都
市
地
域
に
お
け
る
衛
星
都
市
と
し
て
の
住
宅
化
が
年
々
と

近
は
当
市
で
土
地
・
住
宅
を
購
入
す
る
者
の

進
行
し
て
い
る
。
⑤
昭
和
四
二
年
に
大
東
文
化
大
学
東
松
山
校
舎
(
教
養
課
程
)
が
市
内
の
高
坂
地
区
に
比
企
丘
陵
を
切
開
い
て
設
け
ら

れ
、
最
近
そ
の
学
生
数
は
約
五

O
O
O人
に
達
し
、
関
係
教
職
員
も
合
せ
る
と
市
全
体
に
占
め
る
人
口
的
・
経
済
的
比
重
は
大
き
い
。
同

大
学
に
隣
接
し
て
、
子
供
対
象
の
動
物
園
が
昭
和
五
八
年
に
開
園
し
、
小
学
校
の
団
体
や
家
族
連
れ
の
入
園
者
も
漸
増
し
て
い
る
。
か
つ
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て
は
、
あ
ま
り
利
用
す
る
こ
と
の
な
い
雑
木
林
に
過
ぎ
な
か
っ
た
丘
陵
地
に
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
地
域
開
発
を
行
な
っ
た
意
義
は
大

き
く
、
高
坂
駅
西
口
も
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
@
戦
後
は
東
松
山
駅
東
口
を
起
点
と
し
て
パ
ス
路
線
七
本
が
運
行
さ
れ
、

日
平
均
の
パ
ス
利
用
者
数
は
七
一
二
七
人
、
東
松
山
駅
の
一
日
平
均
乗
降
客
数
は
二
万
六
六
五
三
人
畠
)
と
な
り
、
当
市
に
お
け
る
全
体

的
な
交
通
の
流
れ
は
、
完
全
に
東
松
山
駅
を
中
心
と
す
る
通
勤
・
通
学
・
買
物
等
の
動
向
を
示
す
パ
タ
ー
ン
に
定
着
し
た
。

⑦
他
方
、
大
都
市
近
郊
で
地
価
が
比
較
的
安
く
広
い
土
地
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
東
武
東
上
線
も
開
通
し
て
交
通
も
便
利
に
な
っ
た
こ
と

等
を
条
件
に
し
て
、
戦
前
に
従
業
者
数
一
四
五
人
の
工
場
を
当
市
に
設
立
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
器
は
、
戦
後
の
今
日
で
は
従
業
者
数
五

O

工
業
化
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
昭
和
四
五
年
以
降
に
は

0
0人
以
上
の
大
工
場
に
成
長
し
て
当
市
で
最
大
の
工
場
と
な
り
、

市
内
唐
子
地
区
に
隣
接
す
る
滑
川
村
と
合
せ
て
大
規
模
な
東
松
山
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
、
そ
の
他
に
野
本
・
大
岡
の
両
地
区
も
入
れ
る

と
工
場
数
の
増
加
は
著
し
い
。
例
え
ば
、
市
制
施
行
の
翌
年
(
昭
和
一
ニ

O
年
)
に
一

O
一
工
場
(
従
業
者
数
二
六
三
八
人
〉
か
ら
、
昭
和

五
五
年
に
は
コ
二
七
工
場
(
従
業
者
数
一
万
一
九
五
四
人
)

へ
と
急
増
し
た
8
3
@
昭
和
一
二

O
年
頃
か
ら
中
型
宿
(
旧
丸
広
・
旧
島
村
〉

が
一
番
街
に
出
広
し
、
昭
和
四
五
年
頃
ま
で
約
一
五
年
間
、
こ
の
通
り
が
当
市
の
中
心
商
庖
街
を
形
成
し
た
白
)
。
し
か
し
、
昭
和
四
一

年
以
降
に
は
大
型
屈
の
丸
広
デ
パ
ー
ト
(
売
場
面
積
九
八
九

0
平
方
メ
ー
ト
ル
)
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
(
同
四
三
八
六
平
方
メ

l

ト
ル
)
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
(
同
六
八
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル
〉
等
が
次
々
に
東
松
山
駅
東
日
付
近
に
進
出
し
(
号
、
買
物
客
を
吸
引
し
て
駅

付
近
の
商
業
機
能
の
集
積
に
拍
車
を
か
け
た
。
①
市
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
、
病
院
・
学
校
・
公
民
館
・
図
書
館
・
保
育
所
・
官
公
庁
・

そ
の
他
の
公
共
施
設
が
増
加
し
、
市
関
係
四
二
、
国
・
県
関
係
二
ハ
の
施
設
弱
)
が
松
山
地
区
、
と
く
に
東
松
山
駅
周
辺
に
集
積
し
て
駅
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の
重
要
性
を
高
め
、
そ
れ
に
対
応
し
て
昭
和
四
九
年
に
は
駅
西
日
も
開
設
さ
れ
た
。

以
上
の
諸
条
件
に
よ
り
市
全
体
の
産
業
構
造
は
大
き
く
変
化
し
、
農
業
人
口
の
激
減
ハ
憩
と
、
代
っ
て
第
二
次
・
三
次
産
業
人
口
の
増
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業種別就業人口と割合の推移

1955年 1980年
増減割合

産業の種類
就業(人人)口 I割(%合) 就業(人人)口 I割(%合) 

(%) 

総 数 16.998 100 29.462 100 

第 I次産業 9，415 55.4 2，494 8.5 -46.9 

農 業 9，402 55.4 2.487 8.5 -46.~ 

林業・狩猟業 7 。 2 。 。
漁業・養殖業 6 。 5 。 。

第2次産業 3，021 17.8 12，827 43.5 +25.7 

鉱 業 32 0.2 14 0.1 一書 0.1

建 設 業 507 3.0 2，428 8.2 十 5.2

製 造 業 2，482 14.6 10，385 35.2 +20.6 

第 3次産業 4.562 26.8 14.141 48.0 +21.2 

卸売・小売ー業 1，929 11. 3 5，564 18.9 + 7.6 

金融・不動、産業 183 1.1 965 3.3 十 2.2

運輸・通信業 478 2.8 1，503 5.1 + 2.3 

電気・ガス・水道 42 0.2 171 0.6 十 0.4

サービス 業 1，593 9.4 5，045 17.1 + 7.7 

公 務 337 2.0 893 3.0 + 1.0 

表 2

加
が
著
し
く
、

か
つ
て
の
農
業
町
か
ら
商
業
都
市
・

工
業
都
市
に
変
質
し
た
(
表

2
1

い
ま
、
図
叩
に
よ
っ
て
市
全
体
の
土
地
利
用
と
地

価
(
固
定
資
産
税
用
)
の
分
布
を
検
討
す
る
と
、
東

松
山
駅
東
口
の
商
業
地
区
に
高
地
価
帯
が
集
中
的
に

見
ら
れ
、
次
に
そ
の
周
辺
の
住
宅
地
区
・
工
業
地
区

と
続
く
。
こ
れ
ら
の
土
地
利
用
別
平
均
地
価
(
平
方

メ
ー
ト
ル
当
り
)
は
、
商
業
地
六
万
七
二
ハ
七
円
、

住
宅
地
一
万
九
七
六
三
円
、

工
業
地
一
万
八
四
八

O

円
、
田
六
一
円
、
畑
四
一
円
、
山
林
三
二
円
と
な

注:市統計課の資料による G

る
缶
百
こ
れ
ら
の
中
で
、
高
地
価
帯
が
集
中
的
に

見
ら
れ
る
商
業
地
区
が
、

ダ
ウ
ン
(
の
・
冨
・
ロ
0
4司
口
)

の
い
う
都
市
の
ハ

l
ド
コ
ア
(
宮
正

8
5
中
心
核
)

で
あ
り
〈
号
、
こ
の
中
の
ど
こ
か
に
さ
ら
に
狭
義
の

中
心
(
都
心
)
が
点
と
し
て
認
知
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る

こ
の
中
心
(
都
心
)
を
確
定
す
る
前
に
、
当
市
の
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用途地域

易商業地区
住宅地区

ヒゴ工業地区
「サ悶
に可 畑
町可山 林
E?l公国緑地
ri司区画整理

事業区域

地1田i(円/rr!)
o 50以下
o 50-100 
e 100-10，0000 
ED 10，000-20，000 
⑩ 20， 000-50， 000 ・50，000以上

図10 土地利用別地価の分布

注:1) 地価は固定資産税評価額(1982)で市の資料に

よる。

2) その他の空白部分の土地利用は田・畑・山林・

原野を含む村落地区である。

商
業
機
能
の
集
積
規
模
に
不
可
分

の
関
係
を
有
し
、

ひ
い
て
は
ハ

l

ド
コ
ア
の
形
成
に
関
与
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
、
近
隣
地
域
と
そ

の
買
物
動
向
の
実
態
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
(
図
日
〉
o

こ
れ
に

よ
る
と
、
東
松
山
市
自
体
は
地
元

人
口
の
約
九
O
%
を
吸
引
し
て
い

る
が
、
市
外
を
指
向
す
る
東
松
山

市
民
は
東
京
都
四
・
七
%
、
川
越

市
二
一
・
六
%
が
主
と
な
り
、
買
物

依
存
度
か
ら
見
て
も
東
京
都
の
衛

秩
父
村
で
あ
る
。

る
。
近
隣
地
域
で
東
松
山
市
の
商
圏
に
入
る
も
の
は
主
と
し
て
比
企
郡
内
町
村
、
郡
外
で
は
北
方
の
大
里
郡
大
里
村
、
西
方
の
秩
父
郡
東

星
都
市
的
な
一
面
を
示
し
て
い
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近
隣
地
域
の
中
で
、
北
に
は
東
松
山
市
よ
り
高
次
都
市
の
熊
谷
市
、
東
に
は
東
松
山
市
と
同
レ
ベ
ル
の
鴻
巣
市
、
南
に
は
東
松
山
市
よ

り
高
次
都
市
の
坂
戸
市
・
川
越
市
が
分
布
す
る
。

一
般
に
、
都
市
が
近
隣
地
域
か
ら
買
物
に
吸
引
す
る
力
は
都
市
の
人
口
比
に
比
例
す
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--東松山市で買物

i""¥他地域で買物

東松山市以外の地元で
買物

地
元
対
近
隣
地
域
で
は
一

O
O対
六
六
の
割
合
で
近
隣
地
域
の
存
在
は
か
な
り
大
き
い
。

図11 東松山市の近隣地域と買物動向

注:下図の%は東松山市商工課資料，その他は各町

村の資料による。

る
ハ
号
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

諸
都
市
の
顧
客
吸
引
力
は
東
松
山

市
と
同
等
な
い
し
そ
れ
以
上
に
強

い
た
め
、
東
松
山
市
の
商
圏
を
全

体
的
に
見
る
と
、
そ
の
後
背
地
は

西
方
に
広
く
、
他
の
方
向
で
は
狭

ぃ
。
図
日
の
市
町
村
別
人
口
に
東

松
山
市
で
買
物
す
る
比
率
を
掛
け

て
実
際
の
買
物
人
口
を
算
出
す
る

と
、
東
松
山
市
の
地
元
人
口
は
五

万
七
八
四
七
人
、
近
隣
地
域
の
人

口
は
三
万
八

O
四
九
人
と
な
り
、

図
ロ
は
、
東
松
山
市
の
ハ

l
ド
コ
ア
に
相
当
す
る
商
業
地
の
地
価
(
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
、
売
買
価
格
の
地
価
〉
の
分
布
を
示

す
。
結
局
、
東
松
山
駅
東
口
前
の
最
高
地
価
二
二

O
万
円
の
地
点
を
中
心
(
都
心
〉
と
認
知
で
き
る
。
か
つ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
二

O
年
頃
ま
で
の
長
い
間
、
町
の
中
心
で
あ
り
最
も
繁
華
街
を
形
成
し
た
本
町
通
り
の
商
匝
街
(
国
道
四

O
七
号
線
沿
線
〉
は
、

モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
時
代
を
迎
え
て
南
北
方
向
の
自
動
車
交
通
量
が
多
く
な
り
過
ぎ
て
買
物
行
動
に
不
適
と
な
り
、
そ
の
商
匝
街
は
枯
衰
守
口
m
v
c
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神社

司寺院

@病院

Oその他の公共編見

ilO沼
K 中心

・大型庖
1.丸広デパート I () 

2.ショッピングセンタ-'--'
3.イトーヨーカドー

図12 商庖街の地価分布と中心

注:地価は売買価格の地価(1983)で，地元不動産業S荷事の資料

による。

①松本町(元宿)通り，②本町通り，③材木町通り，

@一番街通り，①松葉町通り，@丸広通り，⑦中央遜

り，③文化道路，①ぼたん通り，⑬駅前通り

地価(万円/3.3rrf)

! 
100 
80 
65 
60 
55 

500m 

・・・・圃・・

商
圏
の
後
背
地
は
西
方
に
広
い
の
で
、
今
後
は
西
口
前
が
よ
り
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
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し
て
地
価
は
商
業

地
の
最
低
レ
ベ
ル

の
四
五
万
円
に
と

ど
ま
る
に
至
つ

た
。
こ
の
枯
衰
商

広
街
の
例
は
、
静

岡
県
清
水
市
興
津

地
区
に
お
け
る
国

道
一
号
線
沿
線
の

例

auと
類
似
し

て
い
る
。

駅
西
口
前
の
地

価
は
八

O
万
円
で

あ
る
が
、
長
期
的

に
見
れ
ば
当
市
の
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時代別に見た地域性・都心の形成表 3

都心形成の主要因

鎌倉時代 新宿場宿町)(元宿・ 元心町(妙の賢地寺理付的近中) 鎌台に好倉地状条へ通件のず元町る付宿近場町は住，高宅燥立地な

室町時代 城・下宿町場町・市場町 前時寄代より字も城路
松市宿力大が場山裁の市街地平辺に地極対σ或す結に節通るず吸点引にったT 発町，達山地と で

，周る

江 戸時代 宿場町・市場町
前事か時主ら遠代Fよりも裁

持目にが新発標達し:鋒い宿1錨宣場言が品発E達Ft講連，十義鵠字路

ざか辻った
(干し と

明車~昭和 I都の政事，盟農業富む 十代字か路ら四(大辻正と時呼 大が道進に達出以東西商南の新出北街岡の時街地に公沿共路抱設中20 頃地，地業 ， 十字を
中心地 町 ぶ) 発心 西 路にって

戦後~最近 地地域・工的商業業都市中心 東松山駅東口前

中心(都心)性域地代時

七

ま
と
め

以
上
の
東
松
山
市
に
お
け
る
時
代
別
の
地
域

性
・
中
心
(
都
心
)
の
形
成
は
、
表
3
の
よ
う

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

鎌
倉
時
代
に
は
、
当
時
の
幕
府
の
所
在
地
た

る
鎌
倉
に
通
ず
る
鎌
倉
道
の
宿
場
町
と
し
て
、

住
宅
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
元
宿
付
近
に
発

達
し
た
街
村
集
落
は
、
同
じ
宿
場
機
能
で
も
室

町
時
代
に
な
る
と
中
央
へ
の
通
路
の
意
味
は
自

然
消
滅
し
、
代
り
に
周
辺
地
域
へ
の
通
路
と
い

う
内
容
に
変
質
し
た
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
な

る
と
、
宿
場
機
能
と
し
て
は
江
戸
・
日
光
聞
の

脇
往
還
と
し
て
南
北
方
向
の
大
道
に
沿
う
街
村

が
特
に
重
要
な
意
味
を
持
ち
、

し
た
が
っ
て
、

集
落
の
発
達
は
元
宿
よ
り
も
大
道
沿
線
に
お
い

て
と
く
に
著
し
い
。
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い
ち

室
町
時
代
に
、
山
地
住
民
と
平
地
住
民
と
の
聞
に
行
な
わ
れ
た
市
は
、
松
山
城
主
の
城
下
町
に
対
す
る
経
済
的
繁
栄
策
と
し
て
そ
の
保

護
奨
励
を
受
け
、
松
山
町
は
近
隣
地
域
を
含
め
た
定
期
市
の
市
場
町
と
し
て
発
展
し
た
が
、
こ
れ
は
明
治
以
降
に
お
い
て
当
市
が
地
域
的

商
業
中
心
地
と
な
る
基
礎
を
築
い
た
。

江
戸
・
明
治
時
代
を
経
て
昭
和
二

O
年
頃
ま
で
の
問
、
最
も
長
期
に
わ
た
っ
て
町
の
中
心
と
認
知
さ
れ
る
十
字
路
の
存
続
、
及
び
宿
場

町
・
市
場
町
の
時
代
を
超
え
た
存
続
等
の
現
象
は
、
空
間
認
知
に
関
し
て
「
持
続
の
原
理
」
な
い
し
「
地
理
的
習
慣
性
」
に
よ
っ
て
説
明

で
き
る
範
囲
が
極
め
て
多
い
傾
向
を
知
る
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
根
強
く
持
続
す
る
か
に
見
え
る
現
象
も
、
時
代
の
推
移
に
伴
う
歴
史
地
理
的
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
、
や
が
て
明
ら
か
に
変

化
を
招
来
す
る
も
の
も
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
鎌
倉
時
代
の
町
の
中
心
(
妙
賢
寺
付
近
)
が
室
町
時
代
に

T
字
路
に
移
動
し
た
の
は
、

地
域
の
政
治
的
中
心
と
し
て
城
下
町
に
絶
対
的
な
支
配
権
を
確
立
し
て
い
た
松
山
城
の
吸
引
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
時

代
に
な
っ
て
町
の
中
心
が
十
字
路
に
移
動
し
た
の
は
、
廃
城
に
伴
う
城
の
吸
引
力
の
消
滅
と
、
江
戸
・
日
光
聞
を
結
ぶ
南
北
方
向
の
大
道

沿
線
に
新
し
く
宿
場
が
発
達
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
戦
後
、
中
型
広
の
出
庖
に
よ
り
一
番
街
が
中
心
に
な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
最

近
で
は
東
松
山
駅
東
口
前
に
都
心
は
移
動
し
た
。
こ
れ
は
市
全
体
の
交
通
の
流
れ
が
東
松
山
駅
を
中
心
と
す
る
パ
タ
ー
ン
に
定
着
し
、
こ

れ
に
対
応
し
て
駅
前
に
大
型
庖
を
初
め
商
業
機
能
の
集
積
が
著
し
く
、
近
隣
地
域
を
含
め
た
地
域
的
商
業
中
心
地
(
商
業
中
核
都
市
〉
と

し
て
駅
付
近
に
歩
行
者
交
通
量
を
増
大
さ
せ
た
が
、
古
く
か
ら
の
中
心
商
広
街
で
あ
っ
た
本
町
通
り
は
自
動
車
交
通
量
が
多
く
な
り
過
ぎ

て
買
物
行
動
に
不
適
と
な
り
硝
衰
し
た
、
等
の
事
情
に
よ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、

一
都
市
の
空
間
に
お
け
る
中
心
(
都
心
)
の
認
知
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
そ
の
歴
史
地
理
的
分
析
を
通
し
て
時
代
毎
の
地

域
性
を
把
握
で
き
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
地
理
的
諸
現
象
の
持
続
と
変
化
の
両
国
に
関
す
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
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き
た
。

付

言己

本
研
究
を
進
め
る
に
当
り
、
東
松
山
市
建
設
部
長
千
代
田
泊
之
、
市
史
編
さ
ん
課
長
小
峰
啓
太
郎
ほ
か
同
課
の
職
員
、
税
務
課
長
三
木
孔
治
、
商
工

課
長
秋
山
武
司
、
ほ
か
戸
井
田
忠
純
・
金
子
守
・
亀
井
幸
一
の
各
係
長
、
杉
浦
商
事
杉
浦
竹
男
の
各
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
の
意

を
表
す
る
。注

(
1
)
E
R
r
-
H
V・
〈
広
田

-
F
E
H
F
-ロ円
6
2
p
c
e匂
8
E
o
国

E
8
2
5・
3
H
2・
H
S
N
・
飯
塚
浩
二
訳
『
人
文
地
理
学
原
理
下
』
岩
波
書
底
、

一
九
四

O
、
一
五
七

t
一
六
一
頁

(
2
)

東
松
山
市
史
編
さ
ん
課
『
東
松
山
市
史
第
二
巻
』
東
松
山
市
、
一
九
八
二
、
五
三
二

t
五
三
四
頁

(
3
)

住
職
よ
り
関
取
り
に
よ
れ
ば
初
め
は
真
言
宗
、
間
も
な
く
日
蓮
宗
に
改
宗
し
た
。
古
く
は
妙
光
寺
と
称
し
た
が
、
大
正
二
年
(
一
九
二
ニ
)
に

妙
賢
寺
と
改
称
。
江
戸
時
代
中
期
の
絵
図
に
妙
天
寺
と
あ
る
の
は
誤
記
と
恩
わ
れ
る
。

(
4
)

「
旧
鎌
倉
道
」
の
文
字
は
前
掲
(
2
)
『
第
一
巻
』
一
九
八
一
、
三
九
一
頁
に
室
町
時
代
の
「
松
山
古
域
社
要
図
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)

太
田
為
三
郎
編
『
帝
国
地
名
辞
血
ハ
』
三
省
堂
書
信
、
一
九
一
一
一
(
但
し
本
引
用
書
は
一
九
七
四
、
名
著
出
版
よ
り
再
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
)
、

一
四
五
四
頁

(
6
)

源
頼
朝
の
弟
で
あ
る
範
頼
は
、
平
治
の
乱
後
に
吉
見
町
大
字
御
所
(
現
在
、
息
障
院
と
称
す
る
寺
院
の
境
内
)
に
住
ん
だ
。
当
時
の
村
人
は
資

ん
で
吉
見
御
所
と
呼
ん
だ
こ
と
が
、
今
日
の
大
字
の
地
名
と
し
て
残
っ
た
。

(
7
)

長
沢
一
雄
編
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
雄
山
閥
、
一
九
七
一
、
三
七
頁
(
但
し
原
本
は
江
戸
幕
府
の
編
さ
ん
に
よ
る
)
。

(
8
)

市
日
は
五
・
十
の
日
で
、
当
日
や
っ
て
来
る
商
人
の
保
護
、
濁
酒
屋
で
乱
暴
す
る
者
の
取
締
り
、
松
山
宿
へ
の
陣
夫
以
外
の
謀
役
の
免
除
等
が

骨
子
で
あ
る
。
前
掲
(
2
)
、
四
八
八

i
四
八
九
頁

(
9
)

前
掲
(
2
)
、
四
八
九
頁
に
よ
れ
ば
五
・
十
を
市
日
と
す
る
六
斉
市
で
あ
っ
た
。
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(
叩
)
松
山
町
の
名
主
を
代
々
務
め
、
本
郷
町
人
衆
の
中
心
人
物
た
る
岩
崎
氏
を
通
じ
て
町
全
体
を
掌
握
し
よ
う
と
す
る
城
主
の
意
図
が
明
ら
か
で
あ

る
。
前
掲
(
2
)
、
四
九
三
J
四
九
四
頁

(
日
)
松
山
本
郷
に
は
上
宿
と
下
宿
、
さ
れ
に
そ
の
裏
地
に
も
三
聞
の
裏
屋
敷
が
あ
り
、
非
課
税
の
特
権
を
与
え
ら
れ
た
。
宿
の
人
々
は
、
市
内
の
高

坂
方
面
か
ら
人
や
物
を
運
ぶ
駄
賃
稼
ぎ
、
大
名
の
伝
馬
の
継
立
て
に
当
っ
た
。
前
掲
(
2
)
、
五

O
二
l
五
O
三
頁

(
ロ
)
茂
呂
は
現
在
の
入
間
郡
毛
呂
町
で
、
こ
こ
に
北
条
氏
照
の
軍
陣
が
置
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
関
与
し
て
は
な
ら
ぬ
。
も
し
出
荷
す
れ
ば
そ
の
荷

馬
を
没
収
す
る
と
定
め
た
荷
留
令
で
あ
る
。
前
掲
(
2
)
、
五

O
七
頁

(
日
)
松
山
領
の
商
取
引
を
松
山
本
郷
に
集
中
し
て
町
の
経
済
的
繁
栄
と
物
流
の
統
制
を
図
っ
た
。
前
掲
(
2
)
、
五
一
七

l
五
一
八
頁

(
日
比
)
新
市
場
を
新
宿
に
お
こ
し
た
町
の
顔
役
た
る
功
労
者
を
優
遇
し
て
統
制
を
図
っ
た
。
商
人
達
の
ト
ラ
ブ
ル
は
町
人
衆
に
任
せ
る
町
人
さ
ば
き
と

し
、
町
人
の
自
治
を
認
め
た
。
前
掲
(
2
)
、
五
一
七

1
五
一
八
頁

(
日
)
前
掲
(
2
)
、
五
五
五

t
五
五
九
頁

(
凶
)
前
掲
(
7
)
、
二
二
八

l
二
二
九
頁

(
げ
)
地
域
研
究
会
熊
谷
支
部
「
東
松
山
市
に
お
け
る
都
市
化
現
象
の
地
理
的
研
究
い
ロ

l
タ
ス
第
十
一
号
(
立
正
大
学
)
、
一
九
七
七
、
三
頁

(
山
崎
)
前
掲
(
2
)
『
第
三
巻
』
一
九
八
三
、
三
三
八

1
三
四
八
頁

(
四
)
天
文
元
年
二
五
三
二
)
、
松
山
城
主
の
弟
が
開
基
し
た
関
係
が
寺
の
名
称
に
現
わ
れ
て
い
る
。
浄
土
宗
(
住
職
か
ら
の
間
取
り
に
よ
る
)
。

(
却
)
松
山
陣
屋
研
究
会
『
前
橋
藩
松
山
陣
屋
』
第
一
印
刷
K
K
、
一
九
七
九
、
一

l
一
三
八
頁

(
幻
)
横
尾
本
瑞
編
『
武
蔵
松
山
案
内
』
文
耕
舎
活
版
所
、
一
九
一
一
、
一
一
一
一

t
一
八
頁

(
辺
)
前
掲
(
幻
)
、
一
二

o
l三
六
頁

(
お
)
田
辺
健
一
『
都
市
の
地
域
構
、
造
』
大
明
堂
、
一
九
七
て
七

0
1七
八
頁

(μ)
杉
村
暢
二
『
中
心
商
庖
街
』
古
今
書
院
、
一
九
七
五
、
一
五
三

t
一
五
六
頁

昌
巳
門
司

FU1wm-HW・
胆
ロ
品
〈
胆
口
口
0

・
H
-

開
-
T・
H
a
o
o
-
H
S
Zロ
師
同
『
ゅ
の
切
U
J

開
8
・
の
m
o
m
-
ω
0・
5
2
w
H
)同y
H
∞m
y
t
N
N
N
-
u
ε
5
1
同三
2
口問】

ω可ロ口
g
g
o
h
吾
ゅ
の
∞
U
J
開口
0
・
の
g
同

-uωHW
巴
日
印

-HU-u-NHthHG

。
ロ
ロ
宮
HF
巧
-
H
6
5
ω
宮
内
田
仲

g
p
H
O
色白

ω仲
間
色
付

N
g
Rロ
ヨ
ロ
ロ
仏

ω
g会
Z

E
明

J
E
E
O
E
F
E口
品
℃
F
3
5
m
p
o
g
u
n
Z
〉
田
宮
r
g
H
F
g
H
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H
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S
H
E
D阿
国
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w
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0
P
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民
自
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o
-
o
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・
s
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M
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H
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H
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ロ
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目
九
(
∞
巾
吋
HUJ
回
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『
・
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自
己
玄
白
H
E
o
u
u
・司・

H
句、白
Hmbh

h
s
b
h
v
h
p
z
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守
2

3
・
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N
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w
H
6
・N
H
I
N
ω

ロR
i
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0・国・

1
吋
F
O
巴山田可
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O
問
手
四
国
内
肖
門
目
。
。
吋
o
o
h
p刊
の
2
H
H
S
-
切口白
5
8田
U
U
R
F口件

oh
の
但
唱
。
叶
O司
尺
(
の
2
8
H
-
出
-H

M3宮
'
明
言
舎
も
¥
門
、
s
s
c
s
h言、
F
H
W
F
o
E
D
P
H
U吋
N
)
w
B
-
N
S
I
N
O悼

〉
EHOMJ
国・

1
H
8
1
2
Z
O町
宮
口
仏
〈
白
-
E
g
宮
各
巾
。
注
目
同
門
玄
nmロ
〉
吋
g
o
h
F
oロ
ι
o民

(C司・

nF了
。
恒
三
2
.由

r
D
o
s
・同省・

5
ι
t
H由民

(
川
品
)
市
内
の
住
宅
公
団
に
お
け
る
分
譲
住
宅
の
統
計
(
市
企
画
課
調
べ
)
に
よ
る
。

(
お
)
昭
和
五
五
年
の
数
値
。
同
じ
市
内
で
も
高
坂
駅
の
一
日
平
均
乗
降
客
数
は
一
万
四
五
六
三
人
で
東
松
山
駅
の
約
半
分
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
東
文

化
大
学
東
松
山
校
舎
・
東
京
電
機
大
学
鳩
山
校
舎
の
学
生
で
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。

(
お
)
東
松
山
市
商
工
課
『
東
松
山
統
計
』
東
松
山
市
、
一
九
八
一
二
、
二
七
頁

(
幻
)
鈴
木
雄
幸
『
東
松
山
市
の
経
済
』
太
洋
印
刷
所
、
一
九
八
一
、
一

O
三

t
一
O
四
頁

(
部
)
東
松
山
市
商
工
課
の
資
料
に
よ
る
。

(
却
)
東
松
山
市
広
報
課
『
市
勢
要
覧
』
東
松
山
市
、
一
九
八
三
、
一
九
頁

(
叩
)
例
え
ば
町
村
合
併
直
前
の
昭
和
二
五
年
に
農
家
数
三
四
四
六
戸
か
ら
、
昭
和
五
五
年
に
二
五
六
一
一
戸
(
う
ち
八

O
%が
第
二
種
兼
業
農
家
)
と

な
っ
た
。
か
つ
て
農
業
町
で
あ
っ
た
名
残
り
は
、
東
平
地
区
に
お
け
る
観
光
農
園
の
梨
狩
り
(
八
月
中
旬

t
一
O
月
初
旬
)
に
僅
か
に
見
ら
れ
、

梨
組
合
(
組
合
員
二
七
人
)
を
結
成
、
品
種
は
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